
 

 

 

 

 

  

 労災の申請方法は、通勤災害・労働災害と同様です。新型コロナウイルス感染症の陽性が出たら、原則とし
て、療養費用給付の請求書は治療を受けた労災指定医療機関へ、休業補償給付は労基署に提出して下さい。いずれも会

社の証明が必要で、職場の管理者と相談して下さい。拒否された場合は、その旨を書面にして、労基署への請

求書に添付して下さい。 

  

 

 

  

保健所から濃厚接触者に認定され、２週間の健康観察期間が必要な人を会社が休ませる場合に

は、休業手当の支払い対象になります。厚生労働省は「職務の継続が可能である方について使用者

の自主的判断で休業させる場合には、一般的に『使用者の責に帰すべき事由による休業』にあては

まり、休業手当を支払う必要がある」としています。 
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労働災害とは・・・ 業務にかかわる建設物・設備・原材料などにより、または作業行動・通勤途上などにおいて、労働者が負傷・病気・死亡する

事故。 使用者は災害補償責任を負う。 労災と略す。（広辞苑より） 

 

新型コロナウイルスによる労災保険給付の種類  

 

①労災指定医療機関を受診すれば、原則として無料で治療を受け取ることが出来ます。 

②やむを得ず労災指定医療機関以外で治療を受けた場合、一度治療費を負担してもらい、後で労災申請をすることが出来ます。 

療 養 補 償 給 付 

           療養のために仕事を休み、賃金を受けていない場合、給付を受けることが出来ます。 

◆給付日：休業 ４日目から 

◆給付額：休業１日あたり給付基礎日額の８割（特別給付金２割含む） 

※原則として「給付基礎日額」は発症日直前３ヶ月分の賃金を暦日数で割ったものです。 

休業 補償給 付 


